
熊本高等専門学校 開講年度 平成28年度 (2016年度) 授業科目 インターンシップ実習
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 / 選択
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 電子情報システム工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 0.5
教科書/教材
担当教員 永田 和生
到達目標
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
JABEE非対応教育プログラム「電子情報技術専修コース」 (2)-2 JABEE非対応教育プログラム「電子情報技術専修コース」 (6)-1 JABEE対応教
育プログラム「電子・情報技術応用工学コース」 E-4 JABEE対応教育プログラム「電子・情報技術応用工学コース」 F-1
教育方法等
概要 企業実習を行って、実社会における技術者としての体験、技術の実際上の問題の把握、問題解決への把握などを経験し

、技術を身近なものとして捉える．

授業の進め方・方法

【評価方法】
①企業評価（合計１５０点）
企業実習中の評価は、下の項目に対して実習先で指導された担当者から評価して貰う。
　・心構え・マナー（50点）
　・体験・実施（50点）
　・探究心・問題点（50点）
②学内評価（合計５０点）
学内での評価は、実習報告書と口頭発表に対して下の項目を2名の教員で評価する。
・技術の社会的背景、視点の理解（8点満点で5点以上*）
・実習内容の報告の充実度（12点満点で8点以上*）
・技術者として体験、問題点などの考察度（20点満点で12点以上*）
・実習内容の報告書の表現・発表態度（10点満点で6点以上*）
【総合評価】
上記①企業評価と②学内評価を総合して、60%以上の得点率で、かつ*の箇所ではそれぞれの点数以上で実習の目標達成
とみなす。総合的な評価は以下の式で与えられる通りとする。
総合評価＝［①企業評価点（１５０点満点）＋②学内評価点（５０点満点)］／２評価用紙等の詳細は 専攻科ローカルホ
ームページ を参照。
学習方法
各種資料や実習報告会の資料および実施内容の記録簿は実習報

各種資料や実習報告会の資料および実施内容の記録簿は実習報告書のファイルに綴じて指導教員に提出する。本実習は
，インターンシップ実習4（4単位）の習得を基本とするが，企業側の都合によりインターンシップ実習1～3の実習も許
容する。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 １．企業実習による実体験
【インターンシップ実習1：1単位】

企業実習による実体験により技術者および企業人とし
ての心構え・マナー等を良く理解し、身につけること
ができる．
企業での方針、企業秘密など技術者としての心構えを
理解し、それに沿った経対処ができる。
企業実習を経験し、問題点などを把握できる。

2週 １．企業実習による実体験
【インターンシップ実習2：2単位】

【インターンシップ実習2：2単位】
達成目標は同上

3週 １．企業実習による実体験
【インターンシップ実習3：3単位】

【インターンシップ実習3：3単位】
達成目標は同上

4週 １．企業実習による実体験
【インターンシップ実習4：4単位】

【インターンシップ実習4：4単位】
成目標は同上

5週 ２．実習報告書の作成とプレゼンテーション
企業実習の成果を実習報告書としてまとめることがで
きる。
プロジェクタ等を用いて、口頭発表することができる
。

6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 3rdQ 1週



2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 専門的能力
の実質化

インターン
シップ

インターン
シップ

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を総合的に判断することの重要性を理解でき
る。

3

企業における社会的責任を理解できる。 3
企業活動が国内外で他社(他者）とどのような関係性を持つかを
理解できる。 3

社会経験をふまえ、企業においても自分が成長していくことが必
要であることを認識できる。 3

共同教育 共同教育

品質、コスト、効率、スピード、納期などに対する視点を持つこ
とができる。 3

問題解決のために、最適なチームワーク力、リーダーシップ力、
マネジメント力などを身に付けることができる。 3

企業人としても成長していく自分を意識し、継続的な自己研さん
や学習が必要であることを理解できる。 3

評価割合
企業評価 実習報告書と口頭発表 合計

総合評価割合 150 50 0 0 200
心構え・マナー 50 0 0 0 50
体験・実施 50 0 0 0 50
探究心・問題点 50 0 0 0 50
技術の社会的背景、視
点の理解 0 8 0 0 8

実習内容の報告の充実
度 0 12 0 0 12

技術者として体験、問
題点などの考察度 0 20 0 0 20

実習内容の報告書の表
現・発表態度 0 10 0 0 10


